
２０２５年９月、中央本線（立川～松本間）の「ワンマン運転の実施について」が提案されました。グル

ープ経営ビジョン「勇翔２０３４」に基づき、「安全」を経営のトッププライオリティとして位置づけ、鉄道を

中心としたモビリティと生活ソリューションの二軸における持続的な成長を実現していく。今後更なる生

産年齢人口の減少や社会環境の急激な変化、技術革新の進展等に対応し、将来にわたりお客さまに

安全かつ安定的な輸送サービスを提供するため、引き続き線区・区間を限定せずワンマン運転の実施

に向けて検討・準備を進めているところであると説明がされました。 

職場の組合員からは、「対象車両が決まっていて、全ての列車がワンマンにならないということは、運

用変更時などの取り扱いはどうなるのか」「動物と衝突が多いがどのように対応するのか」「無人駅での

対応はすべて運転士のみで対応するのか」「本当に充分な教育・訓練期間があるのか」等、多くの不安

の声が挙げられています。この間、すでにワンマン運転を実施している線区においても、列車遅延やワ

ンマン運転における事象が発生しています。 

安全やサービスが確保された施策にするために、以下の１１項目を８月１３日に申し入れました。団

体交渉を通じ、安全で安心して働ける職場を創っていきます！ 
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記 

１．中央本線（立川～松本間）において、ワンマン運転を実施する目的を明らかに

すること。また、ワンマン運転を実施できる根拠を明らかにすること。 

２．すでにワンマン運転を実施している線区の成果と課題を明らかにすること。 

３．ワンマン運転を実施する列車運用を明らかにすること。 

４．ワンマン運転実施に伴い、変更となる箇所体制、労働条件、行路数等を明らか 

にすること。 

５．ワンマン運転実施に伴い、改良する安全設備を明らかにすること。 

６．車掌業務を担っている組合員の不安解消に向け、どのようにキャリアプランを

実現していくのか明らかにすること。 

７．運用変更時の取り扱いを明らかにすること。 

８．停止位置修正や動物と衝突など異常時対応について明らかにすること。 

また、無人駅での対応について明らかにすること。 

９．案内を必要とするお客様の対応について明らかにすること。 

10.接続の案内について、ワンマン運転士の取り扱いを明らかにすること。 

１１.ワンマン運転実施に向けた教育内容とスケジュールを具体的に明らかに 

すること。      

以上 

 
安全で安心して働ける職場を創り出すぞ！ 


